
（別紙３）

～ 2025年　1月　31日

（対象者数） 13 （回答者数）
9

～ 2025年　1月　17日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子供達の興味・関心ごとを広げられるように一人一人の意見

等を聞きながら内容を検討していきたいです。

2

個々に応じた適切な支援提供が継続できるように研修・勉強

会を通して障害特性や支援方法等について理解を深めていき

たいです。

○事業所名 放課後等デイサービスピクニック

○保護者評価実施期間
2025年　１月　10日

○保護者評価有効回答数

2025年　１月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　３月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

個別・集団活動プログラムの提供に力を入れています。 毎月、ミーティングを行っています。活動内容が固定化しな

いように個々の特性や年齢、季節等を考慮し、SNS等を活用

しながら多種多様な内容から、幅広く検討しています。

施設内の環境、及び支援体制が充実している。 重心・医ケア児童を対象に支援提供を行っています。様々な

障害特性に配慮し、介護機器や特殊入浴機の導入、及び管理

栄養士の管理のもと、個々の食事形態に対応した食事提供に

取り組んでいます。

事業所における自己評価総括表公表



3

法人内の障害福祉サービスについて情報発信を行い、安心し

て卒業後のイメージ作りができるように支援していきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

SNSやHPを活用し、情報量を増やして発信していきます。4

月からはインスタグラムを始める予定です。

2

現在は地域の中学・高校生を対象にボランティア受け入れを

行っており、地域の子供達との交流機会となっていますの

で、積極的に受け入れをしていきます。

3

徹底した感染対応を実施し、以前のように地域に開かれた事

業運営を目指していきたいです。

コロナ禍以降、地域住民を招待した施設行事が行えていませ

ん。

以前としてコロナやインフルエンザ等の感染症に注意が必要

です。感染症と向き合いながら、対応していく事が課題で

す。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

情報発信について。 広報活動が主に紙媒体になっており、発信できる情報量が少

ないと感じる。

地域の他の子供と交流や活動機会が少ない。 現在はまだ交流機会等、経験が少ないので、今後の課題とし

て検討していきたい。

学校卒業後の障害福祉サービスの移行（関係機関との連携） 法人内には生活介護・就労支援・グループホーム・入所施設

を運営しています。子供達は他サービスの利用者・職員と行

事参加を通して関わる機会が多くあり、「顔見知り」の状態

で安心して移行するケースが多いです。また移行するタイミ

ングには密に情報共有を行い、切れ目ない支援に取り組んで

います。


